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東病棟カンファレンス記録

平成21年１月　30日　（金）　　　　　司会　松尾　友美　　　記録　十日市　真弓
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＜連絡事項＞

・入院生活技能訓練療法(SST)の個人記録を心理士・医師に提出する際、担当医師毎にきちんとまとめ提出をお願いします。(バラバラだったようです)また、実施者の記載漏れが

　ありますので、確認し提出するようにして下さい。
・東Bの聴診器の部品破損があり破損伝票提出しています。
・東Bの診察室横の暖房機の温度調節部分の空回りがあり破損伝票提出しています。

＜患者様連絡事項＞

・木村　格治様～本日９時半～15時半まで外出されています。

・鳴瀬　裕之様～本人の希望にてシンラック1本処方となっています。

・高橋　礼子様～前日23時より排尿ない為、本日10時30分導尿施行しており、尿量400ml確認しています。８時間以上排尿ない場合は、導尿の予測指示もらっています。引き続き、状態観察していきましょう。

・七崎　之利様～1/30～2/1まで外泊予定となっており、本日15時30分、ご家族の付き添いにて外泊されています。本人カウンセリングを希望されており、主治医へ方針の確認をお願いします。

・八木田　真由美様～療養環境変更の為、ＡユニットからＢユニットへ移動となっています。同室者との対人関係に注意していきましょう。

・高間木　八男様～アスモロール継続処方となっています

<安ヶ平Ｄｒ患者様ケース検討>

・蝦夷森　重男様～風邪症状の改善見られたため、総合感冒薬ＰＬ飲み切り中止となっています。

・種市　久子様～点滴ですが、継続で４日分処方となっています。本日は点滴の拒否も無

く、朝・昼の食事も自力で摂取する事ができています。妄想発言は頻回

で、退院希望も強く聞かれています。現実見当を促していくと共に、食

事摂取量も確認していきましょう。

・菅井　浩子様～本人の希望にて明日朝食より食箋変更となっています。アイソジェン1本（トロミ）+お粥と副食がハーフ、毎食佃煮かのりが付きます。引き続き、食事摂取量の観察をしていきましょう。

<要注目患者様ケース検討>

・藤田　金弘様～右肋骨の疼痛の訴えあり、レントゲン施行しています。結果、右肋骨第７・８に骨折見られたため、スタッフ付き添いにて、室岡整形外科受診されております。処置はリブバンドで固定し、サクシゾン静注して来ています。処方薬は、ポンタール錠　３×1　７日分

ダーゼン錠　３×1　７日分

ゼポラスパップ　40mg　1枚/日　３パックです。　次回受診は、内服薬を飲んでも疼痛があるようなら受診して下さいとの事。仮骨形成までは約３週間程かかるとの事です。シャワー浴のみ可で、移動は転倒防止の為、車椅子を使用して頂いて下さい。ベッドの配置を変更していますので確認して下さい。不都合がある場合、再度部屋移動を検討します。2/4・2/5の外泊は中止となっています。

・寺地　利代子様～依物を捨てる行為は目立っていますが、粗暴行為や、他者とのトラブルは以前より、少なくなってきております。一方的な話し掛けも減ってきており、スタッフの話にも耳を傾ける事出来てきています。今後もトラブルのないよう注意していきましょう。

・畑山　広志様～本日、八木田様にしつこく歳を聞く事ありましたが、介入したスタッフ

にイライラする事もなく、冗談を言うなど、落ち着いて過ごす事出来ています。引き続きイライラや粗暴行為の有無、他者とのトラブルに注意し観察していきましょう。同時に本人のレベルに合わせて対人関係についてもアドバイスしていきましょう。

・藤井　孝蔵様～作業への参加拒否続いています。再三の促しにより作業室まで行かれても、体調不良の訴え聞かれすぐに帰棟されています。引き続き、参加状況の確認と、状態を見て参加への促しを行っていきましょう。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中で10:00～14:00の試験退室行っています。昨日は、他者やスタッフに頻回に挨拶をする事あり、相手がイライラする事ありました。夜間は休む事できています。本日は頻回に挨拶する事もなく、神に関する発言も聞かれていませんが、入室時間が近づくと落ち着き無く、嗜好品の要求過度に聞かれていました。

引き続き他者とのトラブル、突発的な行動に注意し観察していきましょう。

· 吉田　光良様～時間隔離中です。昨日の10:00～16:00の退室中は、妄想発言や表情硬

　　　　　　　　　くすること無く穏やかに過ごせておりますが、スタッフとの対話中はニヤツキ著明でした。引き続き粗暴行為の有無に注意し、観察していきましょう。

<新入院患者様>

下野　正男様　　65歳

　　主病名:アルコ－ル依存症

　　合併症:アルコ－ル性肝障害・糖尿病

　　入院形態:任意入院

　　病棟:東Dユニット

　　主治医:猪股先生

　当院3回目の入院。(①平成16年5月24日～8月24日　②平成平7年1月7日～

4月7日)　当院退院後は、定期的な外来通院をしていましたが、平成19年11月19日

呂律回らず歩行困難との事で家族より救急搬送の要請があり、同日青森労災病院・脳神経外科に脳卒中の疑いで救急搬送されました。入院当日は酒臭があり翌日には普通となり飲酒を認めており、そのまま退院となる事がありました。それ以降、断酒は続けていたとの事ですが、昨年末から今年1月16日まで連続飲酒し本人・兄様から入院治療の希望がありましたが、満床につきベッド調整つき次第の連絡としていましたが、本日、断酒意思の確立とアルコ－ル依存症治療目的で東Dユニット19号室に任意入院となっています。

買い物カードは作り、洗濯は業者になります。

「昨夜は、緊張して余り眠れなかった」「この二週間は断酒をしている」との事。任意入院同意書にサインをする際、日時を思い出せないでいる事が見られていました。
















